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最終更新日（2025 年 5 月 1 日） 

 
 

界 鬼怒川 
（栃木県・鬼怒川温泉） 

～モダンなとちぎ民藝と木漏れ日の中庭～ 
 

 

首都圏より約 2 時間、鬼怒川温泉駅より車で 5 分。鬼怒川渓流に面した小高い丘の上に佇む温泉旅館です。ス

ロープカーで辿り着くエントランスホールには、益子焼でできた水琴窟からの柔らかく澄んだ音がこだましま

す。館内のいたるところで、栃木の伝統工芸品「益子焼」「黒羽藍染」「大谷石」が使われており、民藝に縁

の深い土地ならではのおもてなしにこだわっています。木々に囲まれ、中庭を囲うようにして建つ客室や露天

風呂からは、桜や新緑、紅葉、雪景色など四季折々の美しい風景を望むことができ、一年を通して季節の移ろ

いを味わうことができます。 

 

 

     

 

温泉：桜並木を望む名湯鬼怒川温泉の湯浴み 

「傷は川治、火傷は滝（鬼怒川）」と謳われた名湯・鬼怒川温泉。江戸時代に発見され、かつては日光詣の僧

侶や大名のみが利用を許された由緒ある温泉地です。アルカリ性単純温泉は体に優しく、長湯をしても疲れに

くいので何度も温泉を楽しめます。大きなガラス張りのつくりが特徴で、鬼怒川の四季折々の風景が映り込み、

内湯からも自然との一体感が感じられる湯殿です。露天風呂の向こう側に桜並木を望み、春には花見風呂も。 

 

■大浴場：内湯 男女各 1、露天風呂 男女各 1 

■泉質 ：アルカリ性単純温泉 
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食事：山と川の恵みを楽しむ会席  

界 鬼怒川のほど近い場所を流れる鬼怒川は、日光白根山、男体山、那須岳といった豊かな山々を水源とする清

流です。その清らかな流れは川魚を育み、海に面さない栃木では、貴重なタンパク源として古くから大切にさ

れてきました。山間部では狩猟も盛んだったことから、山鳥や山菜、そして渓流で獲れる川魚が食文化を彩っ

てきた歴史があります。この土地の食文化に着想を得て生まれたのが「う鴨鍋」です。川の恵みであるふっく

らと香ばしい白焼きの鰻と、狩猟文化から着想を得た、上質な脂の甘みが際立つ鴨を一つの鍋で堪能します。

それぞれの素材が持つ滋味深さと、出汁が織りなす奥深い味わいを楽しめる料理です。 

栃木の名産であるとちおとめを使った先付けや、益子焼や鹿沼組子の器が彩る品々も特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

ご当地楽：用の美の面白みを感じる「益子焼ナイト」  

益子焼マイスターが益子焼の特徴や歴史、文化のほか、器の楽しみ方を楽しくご紹介する「益子焼ナイト」を

毎晩開催します。客室の茶器、アートや夕食の器など、滞在を通して触れてきた益子焼の魅力を見つめ直し、

「用の美」の面白みを感じていただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご当地部屋：地域の伝統が詰まった客室「とちぎ民藝の間」 

客室は 48 室すべてが「とちぎ民藝の間」。ローベッドとソファを配置し、益子焼や黒羽藍染、大谷石などのと

ちぎ民藝を随所に取り入れています。民藝とはもともと民衆的工芸の略で、日常的に使われる工芸品のことを

指す造語です。生活道具として使われていたものの中に美しさを見出した柳宗悦（やなぎ むねよし）や河井寛

次郎らによって提唱され、全国に広がりました。栃木の益子焼や黒羽藍染も、その思想・運動の流れを汲んで

います。48 室中 20 室には温泉の露天風呂を備えています。 

 

「う鴨鍋」 鹿沼組子や益子焼を使った「宝楽盛り」 

客室全景 テラス滞在イメージ 客室露天風呂 
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中庭：四季折々の風景を楽しむ  

鬼怒川渓流沿いの 36,000 ㎡に及ぶ敷地には緑豊かな森が広がり、自然の中に溶け込むようにして宿泊棟が佇み

ます。施設の中心には、自然の樹木を活かして設計された中庭が広がり、新緑や紅葉をはじめ四季折々の風景

を望みながら、ゆったりと流れる時間を過ごせます。 

 

 

 

界 鬼怒川（栃木県・鬼怒川温泉） 

鬼怒川の渓流に面した小高い丘の上に位置する温泉旅館。益子焼や黒羽藍染、大谷石などが館内に散りばめら

れ、木々に囲まれた中庭や客室からは四季の景色が望めます。春は桜並木を望む花見風呂、秋は紅葉を愛でな

がらの湯浴みも楽しめます。山や川の恵みを取り入れた会席料理も特徴です。 

 

所在地 ：〒321-2526 栃木県日光市鬼怒川温泉滝 308 

電話  ：050-3134-8092 (界予約センター)  

客室数 ：48 室・チェックイン 15 時 チェックアウト 12 時 

アクセス：【電車】鬼怒川温泉駅より車で約 5 分 /【車】今市 IC より約 25 分 

料金  ：1 泊 35,000 円～（2 名 1 室利用時 1 名あたり、サービス料込・税込、夕朝食付） 

ＵＲＬ ：https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/kaikinugawa/ 

 

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先 

星野リゾート 広報 TEL 050-3537-2445／E-mail pr-info@hoshinoresorts.com 

紅葉が彩る中庭 益子焼と黒羽藍染の灯篭 新緑の中庭 

■益子焼 

重厚な色合いとぼってりした肌触り

が特徴的で、素朴ながらも飽きの来

ないあたたかさが人気。客室には、

益子焼の個性的な陶板アート、ひね

りのきいた壺などを設えています。 

■黒羽（くろばね）藍染 

清流が流れる山紫水明の地として、

尾芭蕉も愛した黒羽で 200 年以上の

歴史を持つ藍染。雅なベッドライナ

ーが客室の雰囲気を凛と引き締めま

す。 

■大谷石（おおやいし） 

古代の火山灰や砂礫が海中に沈殿し

てできた石材。古くから栃木で建築

素材として使用され独特の質感が人

気の大谷石は、テラスに使用されて

います。 

https://hoshinoresorts.com/ja/hotels/kaikinugawa/
mailto:pr-info@hoshinoresorts.com

